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第
一
章

教
育
委
員
会

第
一
節

教
育
委
員
会

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
三
条
で
は
、
教
育
委
員
会

の
委
員
数
を
五
人
と
定
め
て
お
り
、

美
川
村
で
は
、
こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
昭

和
三
一

年
か
ら
、
法
定
ど
お
り
五
人
の
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

委
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も

の
の
う
ち
か
ら
、
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
示
さ

れ
た
そ
の
職
務
権
限
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
事
務
、
法
律

・
政
令

に
基
づ
く
教
育
の

一
切
を
扱

っ
て
い
る
。

教育 ・文化

事

業

一

各
学
校
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
審
議
推
進

一

教
員
住
宅
建
設
審
議
推
進

一

仕
七
川
小
学
校
の
管
理
棟

・
体
育
館
建
築
審
議
推
進

一

特
殊
学
級
の
設
置
審
議
推
進

一

美
川
中
学
校
体
育
館
の
大
規
模
改
修
等
審
議
推
進

一

保
育
園

・
幼
稚
園
の
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
改
修
、

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊

具
等
整
備
審
議
推
進

一

各
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
整
備
審
議
推
進

一

小
学
校
統
合
問
題
審
議
推
進

一

統
合
美
川
小
学
校
校
舎

・
プ

l
ル
等
の
新
築
整
備
審
議
推
進

一

三

歳
児
保
育
の
実
施
審
議
推
進
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委
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第
二
章

学

校

教

育

第

一
節

小
学
校
統
合

昭
和
三

O
年
の
美
川
村
誕
生
以
来
、
六
校
の
小
学
校
を
存
置
し
て
き
た
が
、
平

成
五
年
度
に
は
、
百
十
数
年
の
歴
史
を
持
つ
東
川
小
学
校
が
、
仕
七
川
小
学
校
に

合
併
し
て
五
校
と
な
っ
た
。

過
疎
化
に
よ
る
児
童
数
の
減
少
は
著
し
く
、

美
川
村
誕
生
時
の
、
児
童
数

一
，
三

六
八
名
が

一
三
年
度
は
七
四
名
と
な
り
、
特
に
、
全
校
児
童
が

一
名
と
な
っ
た
二

箆
小
学
校
と
、

二
名
の
黒
藤
川
小
学
校
は
休
校
し
、
美
川
南
小
学
校
ヘ
通
学
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成

一
四
年
度
に
、
隣
接
す
る
こ
箆
小
学
校
、

黒

藤
川
小
学
校、

美
川
南
小
学
校
、
美
川
西
小
学
校
の
四
校
を
廃
止
し
て

一
校
に
統

合
し
、
児
童
の
教
育
を
最
優
先
に
考
え
て
、
教
育
環
境
の
整
備
、
施
設
設
備
を
充

実
さ
せ
、
適
切
で
質
の
高
い
教
育
の
実
現
を
図
る
た
め
、
美
川
小
学
校
を
設
置
し、

村
内
の
小
学
校
は
二
校
と
な

っ
た
。

第
二
節

学

校

施

設

美
川
村
立
の
学
校
は
、
過
疎
・
少
子
化
に
よ
り
、
平
成
五
年
度
か
ら
小
学
校
が

五
校
、
中
学
校
が

一
校
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
は
、
小
学
校
が
二
校
、
中
学
校
が

一
校
と
な
り
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

二
校
と
も
に
複
式
学
級
を
か
か
え
、
小
規

模
校
と
し
て
の
学
校
運
営
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
施
設
設
備
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。

年
六|度 平

成
六
年
度
以
降
に
お
け
る
施
設
の
整
備
状
況
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
校
施
設
整
備
状
況

F七

内

・
仕
七
川
小
学
校
便
所
改
築

木
造
平
屋
建
二
八
ぱ

(約
六
二
八
万
円
)

・
黒
藤
川
小
学
校
へ
き
地
教
員
宿
舎
新
築

(
約
八
九
五
万
円
)

・
美
川
西
小
学
校
教
員
住
宅
新
築

(
約
九
五
八
万
円
)

・
美
川
南
小
学
校
便
所
改
築

(約

一一

七
万
円
)

・
黒
藤
川
小
学
校
給
食
受
室
改
築

(約
二
八
O
万
円
)

・
美
川
西
小
学
校
体
育
館
屋
根
及
び
壁
塗
装
替

(
約
八
七

一
万
円
)

・
仕
七
川
小
学
校
屋
内
運
動
場
・

管
理
棟
増
改
築

屋
内
運
動
場
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
六
O
七
ぱ

管
理
棟
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五
二
七
ぱ

(約
二
億
六
，
二
五
四
万
円
)

・
黒
藤
川、

美
川
南
、

美
川
西
小
学
校
体
育
館
天
井
灯
昇
降
装
置
取
付

(約
二
五
四
万
円
)

・
美
川
中
学
校
体
育
館
鉄
骨
補
強
工
事

(
約
四
五
二
万
円
)

・
美
川
中
学
校
体
育
館
天
井
灯
昇
降
装
置
取
付

(
約
九
八
万
円
)

容

八
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九

-
美
川
中
学
校
プ
ー
ル
揚
水
ポ
ン
プ
据
え
替
え

(約
六
O
万
円
)

・
美
川
西
小
学
校
校
長
住
宅
新
築

木
造
平
屋
建
六
五
ぱ

(約

一
，
二
三

O
万
円
)

・
黒
藤
川
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
照
明
改
修

(
約
六
三
万
円
)

・
美
川
西
小
学
校
便
所
改
築

木
造
平
屋
建
二
七
ぱ

(
約
八
二
九
万
円
)

・
美
川
南
小
学
校
体
育
館
雨
樋
取
付

(
約
五
三
万
円
)

。
美
川
中
学
校
プ

l
ル
塗
装
替

(約
三
五
七
万
円
)

・
美
川
中
学
校
体
育
館
暗
幕
取
付

(約

一
O
三
万
円
)

・
美
川
中
学
校
武
道
館
便
所
新
築
及
び
体
育
館
床
等
改
修

便
所
木
造
三
二
ぱ
、
体
育
館
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
六

O
八
ぱ

(約
三
，
一
九
三
万
円
)

・
仕
七
川
小
学
校
校
舎
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
取
付

(約

一
五
八
万
円
)

・
美
川
小
学
校
敷
地
造
成
工
事

敷
地
二
，
七
四
八
川
、

積
ブ
ロ

ッ
ク
六
八
五
2m
、
側
溝

一
四
七

m

(約
三
，
九
二
二
万
円
)

・
美
川
南
小
学
校
体
育
館
便
所
改
修

合
併
浄
化
槽
五
人
槽

(約
二
五
二
万
円
)

・
仕
七
川
小
学
校
屋
根
瓦
葺
替
及
び
壁
塗
装
替

。

カ
ラ

l
ベ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
葺
六
三
五
ぱ

四

(
約
八
五
四
万
円
)

・
美
川
小
学
校
校
舎
建
築

木
造
二
階
建

一
，
五

O
六
ぱ

(
約
四
億

一
，
八
七
四
万
円
)

・
美
川
小
学
校
プ

l
ル
新
築

メ
イ
ン
プ

1
ル
二
五
×

二
ハ
m
、
サ
ブ
プ
l
ル

一
O
×
五

m

(約

一
億
七
五
四
万
円
)

・
美
川
小
学
校
駐
車
場
整
備
等
屋
外
付
帯
工
事

駐
車
場
、
校
門
困
陣
、
舗
床
、
グ
ラ
ン
ド
照
明
、
植
栽
等

(
約
七
，
七

O
二
万
円
)

・
美
川
小
学
校
体
育
館
改
修

床
五

0
0
2m
研
磨
塗
装、

内
部
天
井

・
壁
塗
装
約

一
，
三
二
九
2m

(約

一
，
三
二
八
万
円
)

・
仕
七
川
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
照
明
設
備
整
備

コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
二
本
、
投
光
器
四
台
、

埋
設
配
線

一
五

(約

一
五
八
万
円
)

・
仕
七
川
小
学
校
校
舎
床
改
修

桧
縁
甲
板
張
、
下
地
コ
ン
パ
ネ
張
、
床
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
塗
装
七
九

五
ぱ
、

屋
外
ス
ロ

ー
プ
工
事

(約

一
，
二
六
O
万
円
)

・
美
川
中
学
校
校
内
放
送
設
備
改
修

A
V
調
整
卓
及
び
放
送
設
備

一
式

(
約
五

一
五
万
円
)
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第
三
節

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

昭
和
六

一
年
四
月
、

美
川
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
こ
こ
で
調
理

さ
れ
た
給
食
は
、
村
内
小

・
中
学
校
ヘ
配
送
さ
れ
る
。
小
学
校
は
、
児
童
数
の
減

少
で
村
内
二
校
に
統
合
し
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
は
、
美
川
中
学
校
、
仕
七
川
小

学
校、

美
川
小
学
校
の
三
校
と
な

っ
た
。

平
成
八
年
度
に
、
囲
内
各
地
で
病
原
菌

0
一
五
七
が
原
因
で
食
中
毒
が
発
生
し
、

以
来
衛
生
面
に
は
い

っ
そ
う
気
配
り
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
調
理
場
内
、
調
理

器
具
等
、
安
全
に
調
理
が
で
き
る
よ
う
見
直
し
、
整
備
を
し
て
安
全
な
給
食
を
提

供
し
て
い
る
。

美川村学校給食センター

施
設
・
設
備
充
実
の
経
緯
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給
食
数
・
給
食
費

平成七
年

一 一
一 。 九 八 度

一 一 一 4食数合一 一一 五 ー-'- 八 九I、、
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教育 ・文化

給
食
の
内
容

第4編

学
校
給
食
で
、
地
場
産
物
の
活
用
が
多
く
な
り
、
美
川
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
も
、
村
内
、
郡
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
活
用
し
て
い
る
。

地
場
産
物
を
生
か
し
た
献
立
の
実
施
は
、
児
童
生
徒
に
給
食
を
通
じ
て
、
地
域

で
ど
の
よ
う
な
も
の
が
生
産
さ
れ
て
い
る
か
、
郷
土
の
産
物
へ
の
関
心
を
持
た
せ

今日の給食は、美川村の産物を使った献立です。

献立名は

大根めし

牛乳
あまごの塩1尭き
白菜のおひたし

にゅうめん

かちんこドーナツ

です。

る

一
助
と
も
な

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
美
川
の
産
物
を
使
い
、

じ
ゃ
が
た
ら
く
ん
、
肉
づ
め
ピ

ー
マ
ン
、

お
こ
わ
ご
は
ん
、
お
や
き
等
も
献
立
に

入
れ
る
。
ま
た
、
児
童
、
生
徒
た
ち
の

リ
ク
エ
ス
ト
メ
ニ
ュ

ー
や
、
セ
レ
ク
ト

給
食
を
入
れ
て
、
楽
し
め
る
給
食
に
心

が
け
て
い
る
。

ま
た
、
給
食
を
作
っ
て
学

校

(
園
)

に
配
送
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
校
と

一

体
に
な
り
、
児
童
、
生
徒
た
ち
に
、
食

生
活

の
大
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
、

栄
養
職
員
が
学
校
に
出
向
い
て
、
い
っ

し
ょ
に
給
食
を
食
べ
た
り
、
話
し
合
っ

た
り
す
る
。

日書好品について、保護者と話 し合う

203 
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第
四
節

各
学
校
の
沿
革

仕
七
川
小
学
校

明
治
九
年
創
設
以
来
、

二

七
年
の
歴
史
を
持
つ
東
川
小
学
校
が
、
平
成
五
年

四
月

一
日
、
仕
七
川
小
学
校
に
統
合
し
た
が
、

そ
れ
で
も
児
童
数
は
四

O
名
余
り

で
、
複
式
学
級
を
持
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
児
童
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

204 

(一)

施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

仕七川小学校

一一 一 一 一一
度年五回 =二 一 O 九八七 六

グランド 商校舎窓 場運動ポ 液晶プロ 体育館ス ぶんこら 棟管理・ 洗南校舎水

(張替工え 事完了 完工事了え 事完了 事完了 時計設置 鱗入l 大スクリ 庫成倉落 竣工

内

事凸了フじ 〆u l 

設置

容

(二)

主

な

行

事

一一
度- 0 九 六

地 作科)複研式

内

量媛県日 聖蕩校七

'̂ 

地き 歯画工
容

教育研究発 作科) 



表
大
会
会
場
校

郡
総
合
防
災
訓
練
会
場

四

子
ど
も
放
課
後

・
週
末
活
動
等
支
援
事
業
・
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
(
通

学
合
宿
)
実
施

上
浮
穴
郡
教
科
等

(複
式
)
研
究
会
会
場
校
と
し
て
発
表

(三)

表

彰

関

係

一一 年度
三 二 八七六

第 第第第第

二 四 一一一

内

ク

jレ

お

て

校賞学と

容

~ 二

学国

(四)

特

記

事

項

教育・文化

O
平
成
八
年
度
、
特
殊
学
級
「
や
ま
び
こ
学
級
」
の
開
設

O
学
校
及
び
地
域
住
民
の
長
年
の
念
願
で
あ

っ
た
体
育
館
が
、
村
当
局
の
英
断
と

地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
に
、

管
理
棟
・

運
動
用
具
倉
庫
と
共
に
、
平
成
九
年

三
月
に
落
成
し
た
。
そ
れ
以
来
、

学
校
行
事
や
体
育
活
動
に
フ
ル
に
活
用
さ
れ
、

社
会
体
育
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

第4編
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黒
藤
川
小
学
校

平
成
六
年
以
降
に
お
け
る
児
童
の
推
移
を
見
る
と
、

急
激
な
過
疎
化
現
象
が
現

れ
た
。
平
成

一
二
;

一
三
年
度
は
、

二
i
三
名
の
児
童
と
な

っ
た
た
め
、
隣
接
の

美
川
南
小
学
校
ヘ

、
村
の
交
通
費
負
担
で
通
学
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成

一
四
年
四

月

一
日
に
は
、

二
箆
小
学
校、

美
川
南
小
学
校、

美
川
西
小
学
校
と
共
に
、
新
設

の
美
川
小
学
校
に
統
合
し
閉
校
と
な
っ
た
。
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児
童
数
の
推
移

年
人 七 /'¥ 

度

児童数七 七
名 名 名

一
年。九
度

一 五
九名 児童数

名 名

一 一
年

四 一 一
度

童数児
名 ~J 名

(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

黒藤川小学校

九八七六
年度

動場旗掲揚塔運国 洋式水洗f 陪廊窓下 給食受室の 校長住宅新築 会食ルムl 

イサ改築 前
レ ツ の

内

容



(二)

主

な

行

事

年度
三 九八七 六

内

容

(三)

特

記

事

項

平
成

一
四
年
三
月
三
二

日
を
も

っ
て
廃
校
と
な

っ
た
校
舎
は
、
昭
和
二
七
年
建

築
の
木
造
二
階
建
て
校
舎
で
、
老
朽
化
が
激
し
く
、

一
部
に
雨
漏
り
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
校
舎
の
有
効
利
用
も
図
れ
な
い
の
で
、
平
成

一
四
年
度
に
取
り
壊

し
て
更
地
と
し
た
。

体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
た
跡
地
は
、

平
成

一
四
年
四
月

一
日
か
ら
、
公
民

館
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

教育・文化第4編

黒
藤
川
小
学
校
は
、
明
治
八
年
、
中
津
村
立
宮
成
校
と
し
て

創
設
さ
れ
、
昭
和
三

O
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
美
川
村
立
黒
藤

川
小
学
校
と
な
り
、
開
校
以
来

一
二
七
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
、
村
内
有
数
の
小
学
校
で
あ
る
。

地
域
の
強
い
連
帯
意
識
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
実
践
し、

一
，
六
九
三
名
の
心
身
と

も
に
健
全
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

全
盛
期
に
は
、

二

O
O名
を
超
え
る
児
童
を
擁
し
、
へ
き
地

教
育
、
学
社

一
体
教
育
の
先
進
校
と
し
て
、
他
の
範
と
な
り
、

昭
和
二
八
年
度
に
は
、

優
良

P
T
A
県
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、

そ
の
実
績
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

昭
和
三
五
年
度
の
二

O
七
名
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
児
童
数
は

激
減
し
、
平
成

一
二
年
度
に
は、

在
籍
児
童
一
名
と
な
り
、
休

校
の
止
む
な
き
に
至
っ

た
。

児
童
の
教
育
効
果
等
を
考
慮
し
、
惜
別
の
念
耐
え
難
く
も
、

美
川
小
学
校
へ
の
統
合
を
英
断
し
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
讃
え
、
記
念
碑
を

建
立
す
る
。

文碑

平
成
一

四
年
三
月
吉
日
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二
箆
小
学
校

平
成
六
年
以
降
の
児
童
数
は
、
減
少
の

一
途
で
、
平
成

一
O
年
か
ら
は
兼
務
校

長
と
な
り
、
平
成
二
二
年
に
は
、
児
童
が

一
名
と
な
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
教
育

効
果
を
考
え
、
近
隣
の
美
川
南
小
学
校
ヘ
村
の
交
通
費
負
担
で
通
学
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成

一
四
年
四
月

一
日
に
は
、
黒
藤
川
小
学
校
、
美
川
南
小
学
校
、
美
川
西

小
学
校
と
共
に
、
新
設
の
美
川
小
学
校
に
統
合
し
閉
校
と
な

っ
た
。

208 

児
童
数
の
推
移

年
八 七

』】'-
/、、

度

五名
名
七
児童数

名

年。九
度

一
名 名 !f=， 

一 一 一
四

度

。一 童数児
名 名 名

(一)

特

記

事

項

二箆小学校

O
平
成

一
四
年
三
月
二
二

日
を
も
っ
て
廃
校
と
な

っ
た
校
舎
は
、
昭
和
三
二
年
建

築
の
木
造
平
屋
で
、
屋
根
瓦
も
風
化
が
激
し
く
、
校
舎
の
有
効
活
用
の
目
途
も

な
い
の
で
、
平
成

一
四
年
度
に
取
り
壊
し
て
更
地
と
し
た
。

教
員
住
宅
二
戸
と
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
た
跡
地
は
、
平
成

一
四
年
四
月

一
日
か
ら
、
公
民
館
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。

O
閉
校
に
あ
た
り
、
閉
校
記
念
誌

「矢
竹
」
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
閉
校
式
典

を
実
施
し
た
。



教育・文化第4編

記念碑の写真

二
箆
小
学
校
は
、
明
治
四
四
年
に
、

宮
成
尋
常
小
学
校
二
箆

分
教
場
と
し
て
創
設
、
明
治
四
四
年
に
、
沢
渡
地
区
に
開
設
さ

れ
て
い
た
分
教
場
は
、
昭
和
四
年
に
二
箆
小
学
校
の
分
校
と
な

っ
た
。
(昭
三
七
・

三
閉
鎖
、

美
川
南
小
へ
合
併
)

本
校
の
従
来
の
所
属
は
、
中
津
村
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三

O

年
の
美
川
村
へ
の
合
併
に
よ
り
、

美
川
村
立
二
箆
小
学
校
と
な

り
、
昭
和
三
二
年
、
現
在
地
に
新
校
舎
を
建
設
、
開
校
以
来
九

一
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
村
内
有
数
の
小
学
校
で
あ
る
。

一
貫
し
た
建
学
精
神
の
も
と
、
地
域
と

一
体
と
な
り
、
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
実
践
し、

一
，

一一

O
名
の

心
身
と
も
に
健
全
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

全
盛
期
に
は
、
本
校
の
み
で

一
二
二
名
の
児
童
を
擁
し
、
へ

き
地
教
育
等
の
先
進
校
と
し
て
、
昭
和
四
八
年
に
は
、
へ
き
地

教
育
優
良
校
、
ま
た
、
昭
和
五
三
年
に
は
、

P
T
A
優
良
校
と

し
て
、
愛
媛
県
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
実
績
は
高
く
評
価

さ
れ
た
。

昭
和
三
五
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
児
童
数
は
激
減
し
、
平
成

一
三
年
に
は
、
在
籍
児
童

一
名
と
な
り
、
休
校
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
。

こ
の
期
に
至
り
、
児
童
の
教
育
効
果
等
を
考
慮
し
、
惜
別
の

念
耐
え
難
く
も
、

平
成

一
四
年
四
月

一
日
、
美
川
小
学
校
へ
の

統
合
を
英
断
し
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
讃
え
、
記
念
碑
を

建
立
す
る
。

文肩車

平
成
一
四
年
九
月
吉
日

209 



四

美
川
西
小
学
校

へ
き
地
指
定
を
受
け
て
い
な
い
本
校
に
お
い
て
も
、
児
童
は
減
少
し
て
、
平
成

一
一
年
か
ら
二
O
名
台
に
至
り
、
複
式
学
級
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
た
。
平
成

二
一
年
度
か
ら
、

P
T
A
を
中
心
と
し
て
、
小
学
校
統
合
の
気
運

が
高
ま
り
、
平
成

一
四
年
四
月

一
日
、
黒
藤
川
小
学
校、

二
箆
小
学
校、

美
川
南

小
学
校
、
美
川
西
小
学
校
の
四
校
が
統
合
し
、

美
川
西
小
学
校
の
地
に
美
川
小
学

校
と
し
て
誕
生
し
た
。
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(一)

施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

美川西小学校

度年- 0 九八 七六

場成門製作フE ジ 小屋修理り 竣工 村旗掲揚ポ トツ リュ
内

p 幕取替え 取替ルl 完事了 事完工了張ムりl 

T え

A 
、、.-/

容



(二)

主

な

行

事

一一 一 年度
コ二 O八七六

内

ヲ1T七 ハ年生宿泊

月仕'" 

(三)

特

記

事

項

O
平
成

一
三
年
度
、
特
殊
学
級
「
ひ
ま
わ
り
学
級
」
の
開
設

。
平
成

二
二
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
、
こ
の
地
に
平
成

一
四
年
度
に
新
校

舎
を
建
築
し
て
、
統
合
美
川
小
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

教育・文化第 4編

美
川
西
小
学
校
は
、
明
治
八
年
に
有
枝
の
本
村
に
剛
名
学
校
、

大
川
の
宗
泉
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
大
川
学
校
、
上
黒
岩
に
上
黒

岩
分
校
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
二
年
四
月
五
日
、
弘
形
村
梨
ノ
下

(
現
在
地
)
に
新
築
落
成
し、

実
質
統
合
さ
れ
て
以
来
、

二
一

七
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
、
村
内
有
数
の
小
学
校
で
あ
る
。

一
貫
し
た
郷
土
愛
に
満
ち
た
協
同
意
識
と、

信
頼
関
係
に
裏

付
け
さ
れ
た
教
育
的
風
土
の
も
と
、
知
・
徳
・
体
と
心
身
共
に

調
和
の
と
れ
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
実
践
し
、
そ
の
問
、

二
，
三

0
0名
を
超
え
る
有
能
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

全
盛
期
に
は
、

三

O
O名
を
超
え
る
児
童
を
擁
し
、
へ
き
地

教
育
の
先
進
校
と
し
て
他
校
の
範
と
な
り
、
平
成

一
三
年
度
に

は
、
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
優
良
学
校
と
し
て
、
愛
媛
県
教
育
委

員
会
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

昭
和
三
四
年
度
の
児
童
数
三
三

O
名
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
地

域
の
少
子

・
高
齢
化
の
波
と
共
に
、
児
童
数
は
年
々
減
少
し
、

平
成

二
二
年
度
に
は
二
三
名
と
な

っ
た
。
こ
の
期
に
至
り
、
今

後
の
児
童
数
の
推
移
や
教
育
効
果
等
を
考
慮
し
、
惜
別
の
念
耐

え
難
く
も
、

美
川
小
学
校
へ
の
統
合
を
英
断
し
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
讃
え
、
記
念
碑
を

建
立
す
る
。

文碑

平
成

一
四
年
三
月
吉
日
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五

美
川
南
小
学
校

本
校
で
も
、

一
時
は
、

二
五

O
名
余
り
の
児
童
が
い
た
が
、
校
下
過
疎
化
に
加

え
、
若
者
の
流
出
に
よ
り
少
子
化
が
進
み
、

年
々
児
童
数
は
減
少
の

一
途
を
た
ど

り
、
誰
も
が
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
現
状
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、

一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
達
と
学
ば
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
、
平
成

一
四
年
四
月

一
日
、
黒

藤
川
小
学
校
、
二
箆
小
学
校
、
美
川
西
小
学
校
と
共
に
四
校
が
、
新
設
の
美
川
小

学
校
に
統
合
し
た
。

美
川
小
学
校
は、

美
川
西
小
学
校
の
地
に
新
校
舎
を
建
築
の
た
め
、

に
限
り
、
本
校
を
美
川
小
学
校
と
し
て
活
用
し
た
。
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一
四
年
度

(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

美川南小学校

一 年度
二 八 七

完事了 廊階下外側窓 洗水化 (校内テ グンリ
内

の レ降機電動昇化サ ビ

化シツ 放) 送

月合且守

(二)

主

な

行

事

一一 年度
三 一 八

内

発行 会場校

容



(三)

特

記

事

項

O
本
校
は
、
平
成

一
四
年
三
月
=
二

日
を
も
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
が
、
校
舎
は
、

昭
和
三
二
年
建
築
の
木
造
平
屋
で
、

屋
根
瓦
も
風
化
が
激
し
く
、
校
舎
の
有
効

活
用
の
目
途
も
な
い
の
で
、
平
成

一
四
年
度
を
も
っ
て
取
り
壊
し
て
更
地
と
し

た
。

保
育
園
屋
舎
と
体
育
館
、
グ
ラ
ン
ド
を
含
め
た
跡
地
は
、
平
成
一
五
年
四
月
一

日
か
ら
、
公
民
館
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

教育 ・文化第4編

美
川
南
小
学
校
は
、
明
治

一一

年
四
月
に
、
弘
形
村
立
日
野

浦
小
学
校
と
し
て
、
光
明
寺
内
に
創
設
、
昭
和

一
七
年
に
現
在

地
へ
移
転
。
昭
和
三

O
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
美
川
南
小
学
校

と
な
る
。
開
校
以
来

一
二
三
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
、
村
内

有
数
の
小
学
校
で
あ
る
。

一
貫
し
た
建
学
精
神
の
も
と
、
地
域
と

一
体
と
な
り
、
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
実
践
し、

三
，

O
O
O余
名

の
心
身
と
も
に
健
全
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
。

全
盛
期
に
は、

二
四

O
名
の
児
童
を
擁
し
、
各
種
研
究
の
先

進
校
と
し
て
、
他
に
範
を
示
し
、
そ
の
実
績
は
広
く
高
く
評
価

さ
れ
た
。

昭
和
三
八
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
児
童
数
は
激
減
し
、
平
成

一
三
年
度
に
は
、

二
O
名
に
満
た
な
い
在
籍
数
と
な
っ
た
。

こ
の
期
に
至
り
、
児
童
の
教
育
効
果
等
を
考
慮
し
、
惜
別
の

念
耐
え
難
く
も
、

美
川
小
学
校
へ
の
統
合
を
英
断
し
た
。

こ
こ
に
、
そ
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
讃
え
、
記
念
碑
を

建
立
す
る
。

文石理

平
成

一
四
年
三
月
吉
日

213 



ノ¥

美
川
小
学
校

過
疎
化
の
現
象
に
よ
る
人
口
の
減
少
及
び
少
子
化
の
影
響
を
受
け
、
村
内
の
園

児
・
児
童
数
も
こ
こ
数
年
で
急
激
に
減
少
し
た
。
そ
こ
で
、

P
T
A
・
地
域
公
民

館
か
ら
、
統
合
の
声
が
持
ち
上
が
り
、
平
成

一
四
年
四
月

一
日
よ
り
、

二
箆
・

黒

藤
川
・

美
川
西
・

美
川
南
小
学
校
の
四
校
が
統
合
し
、
美
川
小
学
校
と
し
て
発
足

し
た
。

統
合
先
と
し
た
旧
美
川
西
小
学
校
校
舎
は
、
著
し
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た

め
、
児
童
の
安
全
面
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
児
童

一
人

一
人
の
個
性
を
伸

ば
し
て
い
く
上
で
も
、
よ
り
よ
い
学
習
環
境
・
生
活
環
境
を
重
点
的
に
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
各
種
課
題
を
解
消
し
、
近
代
教
育
の
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を

確
保
す
る
た
め
に
、
旧
美
川
西
小
学
校
校
舎
を
取
り
壊
し
、
跡
地
に
新
校
舎
と
0

ア

ー
ル
を
建
築
し
、
児
童
の
安
全
面
・
生
活
環
境
の
改
善
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
、
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

統
合
初
年
度
は
、
新
校
舎
建
築
の
た
め
、
統
合
前
の
美
川
南
小
学
校
を
仮
校
舎

と
し
て
開
校
し
た
。

統
合
校
舎
の
建
築
に
あ
た

っ
て
は
、
円
滑
な
推
進
と
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実

を
図
る
た
め
に
、
校
下
の

P
T
A
会
長
、
公
民
館
長
等
が
中
心
と
な
り
、
大
野
利

一
氏
を
会
長
に、

美
川
小
学
校
建
築
協
力
会
が
組
織
さ
れ
た
。

協
力
会
は
、
校
舎
の
玄
関
に
使
用
す
る
、
磨
き
丸
太
用
特
殊
建
築
用
材
の
調
達

や
、
校
旗
作
製
の
た
め
の
寄
付
金
集
め
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
校
下
の
方
々
の

ご
厚
志
に
よ
り
、

立
派
な
校
旗
・

優
勝
旗
等
の
作
製
を
見
た
。

美
川
小
学
校
の
校
歌
及
び
校
章
に
つ
い
て
は
、

募
集
に
よ
り
、

全
国
各
地
か
ら
、

校
歌
二
二
点
、
校
章

一
六
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
選
定
委
員
会
で
慎
重
審
議
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

な
お
、
作
曲
に
つ
い
て
は
、

長
年
美
川
中
学
校
音
楽
教
諭
と
し
て
活
躍
い
た
だ

た
，------， ，------，猪

校校上
駒 章 本歌哲
井]回]史

先
生

お
願

し
た

214 

秀
雄

滋
賀
県
大
津
市

H寮

大
阪
府
東
大
阪
市

(一)

特

記

事

項

美
川
西
小
学
校
か
ら
、
特
殊
学
級
「
や
ま
び
こ
学
級
」
を
引
き
継
い
で
開
設
し、

新
た
に
、
平
成

一
四
年
度
「
ひ
ま
わ
り
学
級
」
を
開
設
。

校

立
早

み

(美
)
川
小
学
校
の

「
み
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
村
花

「茶」

の

四
つ
の
葉
で
、
四
校
が
統
合
す
る

美
川
小
学
校
の
、
明
る
く
元
気
に

学
ぶ
姿
を、

子
ど
も
た
ち
か
ら
大

人
ま
で
、
誰
に
で
も

一
目
見
て
よ

く
わ
か
り
、
広
く
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
。

緑
は
、

豊
か
な
緑
の
大
地
・
こ

だ
ま
す
る
や
さ
し
い
心
・
思
い
や

り
・
仲
良
し
・
羽
ば
た
き
を
、

金

は
、
光
輝
く
太
陽
の
も
と
、
広
が
る
夢

・
希
望

・
未
来
を
表
現
し
、
こ
れ
は
ま
た
、

一
二

世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
美
川
小
学
校
が
、
力
強
く
飛
躍
発
展
す
る
雄
姿
を
象
徴

し
て
い
ま
す
。

美川小学校校章
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校歌美川小学校

作~~J 本田秀総

作Illl 猪上哲史

J 冒コ
」
世

や

持君H 

E岩m ~ 

ま

主f手全芋国否コヨ一

ひ

A 15 

~ 
き (ま う の

三ヨ色戸
い
性

A l 

国3s[ P F F I r------i=子~
んきにみ ん ー な

げ-佳

う

'↑↑l
ふ
り

』ァ
び

百在四邑
「-&---，-ら十一寸
同~・ J 、 H
~ー

たのしく

~ 
ゴ」
4
一

仇

国再
廿
F

か

邑伴世

美
川
小
学
校
校
歌

大
川
嶺
の

希
望
の
光
り

元
気
に
み
ん
な

楽
し
く
日
ご
と

わ
れ
ら
の
美
川 山

な
み
に

あ
ふ
れ
ま
す

い
き
い
き
と

学
び
あ
う

小
学
校

若
鮎
は
ね
て
澄
む
水
の

面
河
の
流
れ
は
ず
み
ま
す

心
を
み
が
き
た
く
ま
し
く

か
ら
だ
も
共
に
鍛
え
あ
う

わ
れ
ら
の
美
川

小
学
校

一一一緑
の
大
地
吹
く
風
も

む六
と
せ
の
夢
を
か
な
で
ま
す

手
つ
な
ぐ
笑
顔
ほ
が
ら
か
に

あ
し
た
を
め
ざ
し
励
み
あ
う

わ
れ
ら
の
美
川

小
学
校

美川小学校
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一一一一一
年度

四 三二一 O 九八七

大 り妻

歴代校長氏名
閉 休 家 音日

11 11 11 11 

校 校 秀
喜代隆

雄

四五五七八

職数員

一二三四四
級学数

二三 五五六
プ日ゴヨ

児

女 ニ5t己Z 
一二 四六 一

数
一一

コ 五九 一 七

黒
藤
川
小
学
校

一一一一一一一
年度六五 四 二二一 O 九八七

土 大 LU 田

歴代校長氏名
居 家 田 中

11 ノ1 11 11 11 1/ 

庸 ラ~と 演t

子 雄 日刀仁I 寛

一一一 職員数

九九九九九八 一 o0 九

級学数

六六六六六五七六六五

一 一 一一一一一一一 一
プ日ゴヨ一一一一

一 一一六七 九六八 O 六
児

一一一一 一一
女 ニ塁:o:王一 一一一一

0 九六八 一一一 O 九九

三三二ココ 四四四四四
数

- 0 七四八 O 七八九五 計

一一一一一
年度

四 三二一 O 九八七

森 山
井手窪

歴代校長氏名
閉 川 本

11 ノ'/ 11 1/ 

校
百l子口k 

等 理

一 職数員

八七八八七八 O

四五五五四五五

級学数

一一一一一一一
男四五五六六五五
児

一一 一一一一
二二 四四四七 O 女 童

一 一 一 一一
数

一一一一一一一一一一一
六七九 o0 二 五

美
川
西
小
学
校

一一一一一
度年四 三二一 O 九八七

南 大 渡

歴代校長氏名
閉休候 家 音R

11 1/ // 

校校勝 秀 大

利 雄 車市

四四四四四四

職員数

一一一 一一一
級学数

一一 一

一一一 プ悶コ
一一 一 一一一 リZ

一一一一二 四 女 童

数

二二二三 五六

仕
七
川
小
学
校

箆
小
学
校
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一一一 年度
六五四

大森

歴代校長氏名
家 川

1/ 

秀

雄等

一一一 数職員

000  

-し1:; 1¥ 1¥ 
級学数

一
一一 プ巨コヨ
一七二

児

一一一
女 ニ豆tz1 

九七八

四 = 四
数

0 四 O 計

美
川
小
学
校

一一一一 一 年度
四 三二一 O 九八七

南森 白落

歴代校長氏名
閉 {I菜 石合

1/ 1/ 1/ 

校 勝晴 文常

利光 子章

九八八八八七八

職員数

=三三 四四 = 四

級学数

一一一 一一一一
プ日ヨヨ

二 00-四 二二
児

一一一 一
五八七一五五八

女 二豆三L主

一一一 一
数

一一一 一
計一一一一

七八七 二 九七 O

美
川
南
小
学
校



七

美
J 11 
中
学
校

昭
和
六

一
年
度
に
統
合
開
校
し
た
美
川
中
学
校
で
あ
る
が
、
当
時

一
一
二
名
の

生
徒
が
、
平
成
一
五
年
度
に
は
、
四
二
名
と
な
り
大
幅
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。

村
内
唯

一
の
中
学
校
と
い
う
こ
と
で
、
快
適
な
環
境
の
中
で
勉
学
に
励
め
る
よ

う
、
施
設
設
備
の
整
備
に
は
意
を
払
っ
て
い
る
。

218 

(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

美川中学校

一 一一一一 年度五 四 三二 O 九八七

内

ーカ 完事了 暗幕取付 設置

所

容



(二)

主

な

行

事

一 一 度年
四 一 八

内

容

(三)

表

彰

関

係

教育 ・文化

一一一一
年度

コ 二一 O 九八

愛賛同 同同同岡岡同同

P 

T d新人大Zhミ 新大d人Z2之h 総合大dZhミ 新大d人ヱ冬ミ 総合大dZhミ d新人大Zhミ 総合大dZ2之h 新大d人Z冬之 内

球体優勝卓団 球体俊勝卓団 優j勝ボl1レ 優勝jレ 野球優勝

r谷チ守

(四)

特

記

事

項

第4*扇

O
平
成

一
四
年
度
、
特
殊
学
級

「た
ん
ぽ
ぽ
学
級
」
の
開
設

普
通
教
室
が
不
足
の
た
め
、
家
庭
科
教
室
を
改
造
し
て
普
通
教
室
を
確
保
し、

同
学
年
ク
ラ
ス
を
近
く
に
置
い
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

O
部
活
動
に
お
い
て
は
、
開
校
以
来
郡
内
で
も
活
躍
し
て
き
た
伝
統
あ
る
野
球
部

で
あ
る
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り

一
三
年
度
を
も
っ
て
、
ま
た
、
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
女
子
部
も、

一
五
年
度
を
も

っ
て
廃
部
と
な
り
、
新
た
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
が
生
ま
れ
て
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

O
秋
季
大
運
動
会
に
お
い
て
も
、
三
ブ
ロ

ッ
ク
対
抗
で
競
技
を
し
て
き
た
が
、
生

徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
平
成

一
五
年
度
か
ら
二
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
で
行
っ
て
い
る
。

美
川
中
学
校

・E・-・4・ E・E・-ー・4・ E・E・- ・E・- ・E・-・E・-ー圃・ -・E・-・

度年六五四 = 二-0 九八七

田 竹 中 松大

歴代校長氏名
窪 内 野 岡西

1/ 1/ 1/ 11 ノノ

純 明 和

t散 子 彦 贋章

一一一一一一一一一一 数職員

四四 五六 三三===三

級学数
四四四 ==== = ココ

二二二二 コ コ コ 二 = 四
ブ日ヨコ

四七六四 O 二 五七七 O
生

一一 一一一一一 一一一 一一一一一一一
女 徒一一一一一一一 一 一

七 O 六 二 四五九七七 三

四四五五六六七六七七
数

一 七 二 六四七四四四 三
計
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美
川
中
学
校
若
竹
寮

220 

遠
距
離
生
徒
・
交
通
手
段
の
困
難
な
生
徒
の
た
め
の
寄
宿
舎
で
あ
る
が
、
生
徒

数
、
特
に
、

該
当
生
徒
の
減
少
で
、
平
成

一一

年
か
ら
は
、

二
O
名
の
定
員
の
と

こ
ろ
、

一
桁
台
の
入
寮
生
と
な

っ
て
い
る
。

入
寮
生
徒
数

六五 四 三二一 O 九八七 六 年度

四 一二二 五五 O 八 一 五 七 フ日ヨヨ 入

一一 寮

一二 五五 二 四 六六 八 一一 女生

f走

五 三 七 七七九 六 四九 六 八|

松中

寮廃母市止rj 本伊沙子 川富士子 寮母



第
三
章

社

会

教

育

第
一
節

公
民
館
活
動

公
民
館
は
、
美
川
村
公
民
館
を
中
心
と
し
て
、
仕
七
川
公
民
館
・
東
川
公
民

館
・
黒
藤
川
公
民
館
・

二
箆
公
民
館
・

美
川
西
公
民
館
・
美
川
南
公
民
館
の
、
そ

れ
ぞ
れ
六
地
域
公
民
館
に
お
い
て
、
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

公
民
館
の
主
な
活
動
は
、
盆
踊
り
大
会

・
運
動
会

・
敬
老
会
・
芸
能
発
表
会
・

三
世
代
交
流
会
・
奉
仕
活
動
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
に
お
い
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

公
民
館
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
。
し
か
し
、

現
状
で
は
、
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
地
域
が
衰
退
化
し
て

い
る
昨
今
、
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
上
で
、
公
民
館
の
役
割
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
公
民
館
で
は
、
地
域
住
民
の
生
き
が
い
n

つ

く
り
ゃ
、
連
帯
意
識
の
向
上
等
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
で
活
気
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

教育・文化

美
川
村
公
民
館
長

第4編

氏

名

期

達

出
叩，
a
1

，
 

良R

)~ 

)~ 

l
 
i
 

z--
，，
 

上浮穴郡生涯学習推進大会
間
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社
会
教
育
主
事

氏

期

間

~J 

'エペ
、

、
川
£
L

11青

ヲーー寸ー

1m 

一
l
一三

・

E日

美
川
村
公
民
館
主
事

11時大福 玉高
氏

山南井 井岡
1/ 

辰千 |塗 政
421 

徳 寿 也 獄 |明

.一

二三 九 二 八五

四四四四四四 }剥

一一一一一一

二三 九八

一一一一
一一一一

一一一一
一一 一一一

一一一一

間

美
川
村
公
民
館
副
館
長

一一 一一一一一
五四四 ゴ二一 O 九八七凹

年I I I I I I I 
一一一一
三二一 O 7し 度

大桑森南安大福森渡落西
氏

家 村 川 修宅 家安|二 自1)合口

秀 征 勝 愛秀債 晴 喜代隆 常武
名

雄 子等 利 子 雄志光 章 志

地
域
公
民
館
長
及
び
主
事

222 

j美西11 

一

藤j黒11 

東
仕ー七

立自一

』4f3'ヒ』 }II JlI 名

一 一一 一一 一
九七五 一 九七五 二 O 八六 五 二 九七 二 九五 年

館
一 一 一 一一 度
0 八六 0 八六 一 九七 四 一 八 二 八

岡梶松 天表吉大 阿岩中堀 西篠箱西 沖 小 福
氏

国家岡 里子 見野 川 市 山 尾 口原岡田 中椋井

e万f二"' 辰高春国 正 幸 正 武 幸 孝 害 清虞 長|
名

人修 香 H青 一 吉男 光尊 義 忍 ぶ J蹟 夫 - 夫 |径志

一一一 一一一 一一一 一一一
0 八 六 凹 二 O 八 六 |凡| ー'.0 八 六 凶 ー o八四 四 一 o 八 六

j.: I 
一 一一 一一 一一 一一 !支
一 九七 三 -九 じ 三一 九七 二一 九七 七

下土梶 松行l 石 小久 間 II玖釣中 玉 平 J}iIl佐仁1:1左 {III 下小大 桑
氏

方居家 旧日限 川 倉 保 野 井 LLIチ|二川 田藤田 京 }II )J 椋堀村

信 通羽l一 高 iI ー 次金郎 !I~ 昌 好忠 JI券春 言l'龍 |尊公周辰 事

421 
夫 二 彦 幸 行古夫 孝 保 春男狐 彦 和 信 明 {建 文士 喜 雄 |径



美!南11 美j西11 

一一一一
四 三二 0 八七六 四 三一

一
一 九 四 二

成城坪阪羽松西 梅伊大

川山内本沢下森 木藤野

勇 節 賢春夫出日 匡孫 利

夫夫勲 一 隆 強 人 一一

一一 一一
三一 九七 六 四 二

一
二 O 八 一一

正船坂中阪 片大

岡草本平本 山南

浩 利 雄智寿 晴広

光一 憲幸 誠進

生
活
改
善
運
動

公
民
館
で
は
、

る
こ
と
し
ふ
灼
i
b
、

て
き
た
。

日
常
生
活
の
中
か
ら
無
理
や
無
駄
を
な
く
し
、

真
心
を
伝
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、

相
手
に
物
を
贈

あ
ら
ゆ
る
運
動
を
推
進
し

ま
ず
は
、
冠
婚
葬
祭
の
改
善
の
た
め
、
お
祝
い
・
お
見
舞
い
・
香
典
な
ど
へ
の

お
返
し
、
配
り
物
を
や
め
、
花
輪
・
弔
旗
を
お
く
ら
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
婦
人
会
が
推
奨
す
る
簡
易
な
祝
儀

・
不
祝
儀
袋
の
普
及
に
努
め
て
き
た
。

あ
わ
せ
て
、
会
費
制
結
婚
式
披
露
宴
を
推
薦
し
、
日
常
生
活
の
改
善
に
努
め
て
き

た
。

教育 ・文化

夏

季

大

学

第4*肩

昭
和
四
七
年
八
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
夏
季
大
学
は
、
平
成
二
年
か
ら
平
成
七
年

ま
で
、
国
の
保
健
施
設
事
業
と
し
て
、
健
康
大
学
と
名
前
を
変
え
開
議
さ
れ
た
。

保
健
施
設
事
業
終
了
後
の
平
成
八
年
か
ら
は
、
元
の
夏
季
大
学
に
名
称
を
一戻
し
、

講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

平
成
六
年
林
家
こ
ぶ
平
氏
「
笑
い
と
健
康
」
に
つ
い
て
講
演

平

成

七

年

尾

車

浩

一
氏

「七
転
び
八
起
私
の
相
撲
人
生
」
に
つ
い
て
講
演

平

成

八

年

東

野

英

心

氏

「
い
ま
、

子
ど
も
た
ち
は
・:」

に
つ
い
て
講
演

平

成

九

年

関

根

潤

三
氏
「
私
の
野
球
人
生
」
に
つ
い
て
講
演

平
成

一
O
年

江

戸

家

子
猫
氏
「
も
の
ま
ね
芸
に
生
き
る
」
に
つ
い
て
講
演

平
成

一一

年

相

川
浩
氏
「
言
葉
の
奥
に
真
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
」
に
つ
い
て

講
演
三
瀬
顕
氏
「
身
近
な
生
活
笑
百
科
」
に
つ
い
て
講
演

三
遊
亭
好
楽
氏

「笑
い
と
人
生
」
に
つ
い
て
講
演

藤
田
弓
子
氏
「
い
つ
も
何
か
に
と
き
め
い
て
い
よ
う
」
に
つ
い

て
講
演

八
名
信
夫
氏
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
人
の
昧
」
に
つ
い
て
講

演

平
成

二
一
年

平
成

一
三
年

平
成

一
四
年

平
成

一
五
年

夏季大学
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中
央
よ
り
講
師
を
招
き
閲
読
し
た
が
、
多
く
の
村
民
に
聴
講
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
や
、
生
き
が
い
等
に
つ
い
て
の
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
大
学

年
々
と
高
齢
化
が
進
み
、
現
在
で
は
、
六
五
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
四
七
年
か
ら
「
老
人
大
学
」
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
五
四
年

か
ら
「
高
齢
者
大
学
」

に
名
を
改
め
て
開
催
し
て
い
る
。
郡
内
あ
る
い
は
松
山
市

近
郊
か
ら
講
師
を
招
き
、
人
文
社
会

・
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
・
趣
味
等
、
幅
広
い
分
野
か
ら
講
演
を
受
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

三
回
開
催

し
て
い
る
高
齢
者
大
学
の
二
回
目
に
つ
い
て
は
、
村
内
各
地
を
巡
回
し
講
演
を
行

っ
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
講
師
を
招
い
て
講
演
を
行
っ
た
り
、
ビ
デ
オ
鑑
賞

を
行
い
、
そ
の
後
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
交
流
を
深
め
て
お
り
、
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
は
大
変
好
評
を
得
て
い
る
。

年
間
三
回
全
て
に
参
加
し
た
受
講
生
に
は
、
修
了
証
と
記
念
品
を
贈
っ
て
い
る
。

高齢者大学

四

人
権
・
同
和
教
育

224 

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
制
定
か
ら、

三
三
年
間
に
わ
た
る
同
和
問
題
に

関
わ
る
国
の
特
別
対
策
は
、
平
成
一
四
年
三
月
三
ご

日
を
も

っ
て
終
了
し
た
。
こ

れ
を
う
け
、

美
川
村
同
和
教
育
協
議
会
は
、
昭
和
四
九
年
発
足
以
来
二
九
年
間
、

同
和
問
題
解
決
の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
が
、

平
成

一
五
年
六
月

一
二
日
に
、
そ
の
名
称
を
美
川
村
人
権
教
育
協
議
会
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、

残

さ
れ
た
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、

一
般
対
策
と
し
て
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。

美
川
村
人
権
教
育
協
議
会
で
は
、
現
在
の
複
雑
な
社
会
情
勢
の
中
、
同
和
問

題
・
女
性
問
題
・
障
害
者
問
題
・
高
齢
者
問
題
・
子
ど
も
の
問
題
な
ど
、
様
々
な

人
権
問
題
が
あ
り
、
特
に
、
差
別
の
巧
妙
化
・

陰
湿
化
・

劣
悪
化
を
懸
念
し
、
心

理
的
差
別
等
の
解
消
が
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
「
人
権
の
た
め
の
国
連

一
O
年」

に
関
す
る
行
動
計

画
を
ふ
ま
え
「
一
二

世
紀
は
人
権
の
世
紀
」
の
実
現
の
た
め
、
人
権
文
化
の
構
築

を
目
指
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
、
明
る
く
心
豊
か
な
村
氏
の
育
成
の
た
め
、
人

権
・
同
和
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

地
域
公
民
館
校
区
別
人
権
・
同
和
教
育
懇
談
会
、
社
会
教
育
関
係
団
体
を
対
象

と
し
た
学
習
会
、
美
川
中
学
校
と
連
携
し
た
、
み
か
わ
人
権
デ
ー
な
ど
の
事
業
を

展
開
し、

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。



みかわ人4在デー

第
二
節

幼

児

教

育

教育・文化

昭
和
三
一

年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
美
川
村
幼
児
教
育
も
、
平
成

一
六
年
度
で

四
八
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
勢
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
当
初
に

比
べ
る
と
、
幼
児
の
減
少
に
よ
り
、

六
園
あ
っ
た
保
育
園
・
幼
稚
園
も
、
現
在
で

は
仕
七
川
保
育
園
(
平
成

二
ハ
年
度
に
は
仕
七
川
幼
稚
園
と
な
る
)
と
美
川
幼
稚

園
の
二
園
と
な
っ
た
。
平
成

一
四
年
度
に
、

二
箆
保
育
園
(
平
成
四
年
度
か
ら
休

園
)
・
黒
藤
川
保
育
園
(
平
成
八
年
度
か
ら
休
園
)・

美
川
南
保
育
園
・

美
川
西
幼

稚
園
の
四
国
が
統
合
し
、
美
川
幼
稚
園
の
誕
生
と
な
っ
た
。

そ
の
聞
に
は
、
幼
児
の
少
人
数
化
を
補
う
た
め
に
、
村
内
交
流
保
育
を
開
始
し

た
。
平
成
七
年
度
ま
で
は
、
年
間
四
回
の
実
施
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
、
年
間

一

O
回
実
施
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
は
、
年
間
七
回
の
交
流
保
育
を
実
施
し
た
。
ま

第4編

た
、
隣
接
国
交
流
保
育
(
村
内
の
隣
接
し
た
二
園
で
実
施
)
や
、
他
国
と
の
交
流

保
育
(
村
内
三
園
で
実
施
)
を
年
間
七
回
か
ら

一
四
回
実
施
し
、
大
勢
の
友
達
と

か
か
わ
っ
て
遊
ぶ
楽
し
さ
や
社
会
性
の
育
成
、
各
園

・
地
域
の
良
さ
を
知
る
な
ど

の
ね
ら
い
の
も
と
保
育
を
進
め
て
き
た
。

文
部
省
に
よ
り
、
平
成

一
O
年
に
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
本
村

も
、
平
成

二
一
年
度
か
ら
、
幼
稚
悶
教
育
は
環
境
を
と
お
し
て
行
う
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
基
本
理
念
に
お
い
た
教
育
活
動
が
、
新
教
育
要
領
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
の
完
全
学
校
週
五
日
制
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
共
に
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
成

す
る
こ
と
を
基
本
的
な
ね
ら
い
と
し
て
行

っ
て
い
る
。

平
成

一
五
年
度
よ
り
三
歳
児
保
育
が
導
入
さ
れ
、
美
川
村
幼
児
教
育
も
益
々
活

気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

美
川
村
の
保
育
園
・
幼
稚
園
は
、
幼
児
教
育
関
係
者
が
、
月

一
回
の
幼
児
教
育

研
修
会
を
も
ち
、
各
園
の
幼
児
理
解
に
努
め
る
と
共
に
、
年
間
計
画
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
い
た
保

・
幼
共
通
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、
充
実
し
た

保
育
が
展
開
さ
れ
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

保
育
園

・
幼
稚
園
長
名

仕 美 黒

七 JlI 藤 園

JlI 南 JlI 
{呆 保 保

育 育 育

園 園 園
名

一 一 九七 一 八七 七
五 二 一 年

一 一 一一
四 一 八 三 O

度

土大山田 南森落 渡

園

居家田中 fl集 メ口h、音ド
長

庸秀異 勝晴常 喜 氏

イt名
子雄昭寛 利光章 Eド生，欠
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美 美

J 11 JlI 
幼 西
稚 幼

匿| 1イt
匿|

一一 一一 七
Ji 1m 三 O

二 九

大森 森 山 井

手

家 川 川 本窪

芳7!.宅Fと 百
ム口、

雄等 等子理

園
児
の
推
移

一 一 一 一 一
九 八 ー七

度JJ. 1m 一 一 。/¥ 

め統A 仁1
通園 南保へ
休|覇

保育園 藤川黒閉園 の 一

た

め i メ弘、
保育園 美川南閉閣 の 1m 一 五 五/¥ /¥  

た

一 一 一 一 一 保育園 f七士
一 四 一 九 。四 九一 JlI 

め統( A 口
一

幼稚圏 川美西閉開 の 八 九 七 八 一 七
た

幼稚園 川美一。 一

一一
計。一 五 五 一 一-'-- 。五ノ¥

仕
七
川
保
育
園
は
、
平
成

二
ハ
年
度
よ
り
、
幼
稚
園
と
な
る
。

仕
七
川
保
育
園

226 

(平
成

ハ
年
度
よ
り
幼
稚
園
)

仕七川保育園

(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

一 一一 年
二一 O 九八

コ ト 霊震園舎 震童舎園 ピ スンイ デ ト
ビレ オ ツ

ネシlヨ 洗オイ工七《 ・ カメラ ハクスウ

内

遊具設置ン 事シワヤ・l 庫灯油保管ド 機置設コピ1 贈寄台 設置

室設置 置設ア

容



オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
購
入

防
犯
ベ
ル
設
置

・
パ
ソ

コ
ン
導
入
(
行
政
と
の
交
信
)

(二)

主

要

行

事

一一一 一 一 一 年度
五 四 三 二 一 O 八 七

内

害障の兜 流保育交と 回 保育士り 保育士り (流保育交と る (候悪天 ( ) 事前研

助に 名名 (交譲育と のた

当た てし し Iめ中t 
)る 年問 ) て

し

実施回
て r谷チて，

黒
藤
川
保
育
園

主

要

行

事

教育・文化

七
年度

減少 箆地区よ O 

よ 児園り 以干名 内

本年度をり 名 のた
タめ

以 クシ保育士
つ l

休て園と てし 通園 名

な 年問

る 一

施実四回
容

第4編

(一)

美
川
南
保
育
園

施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

一一一 年度
二一 O 八七

シ ぞ舎屋根差園 ス シヤう トロ

置室設ワl すベんさ ハクウツ 駆除実施アリ

設置台り コピ・ 設置ス
!大l

(屋外)用 機設置 置場置灯設油

容

(二)
年
度。
主

要

行

事

七

回
実
施

叶刈
J

け
V
'

容

227 

幼
児
数

一
O
名
以
下
の
た
め
保
育
士

一
名

八

黒
藤
川
保
育
園
と
隣
接
園
交
流
保
育
と
し
て
年
間

一
四
回
実
施

村
交
流
保
育
年
間

一
O
回
と
な
る

保
・
幼
・
小

・
中
合
同
研
修
会
会
場
閣

九

村
幼
児
教
育
研
究
会
会
場
園

愛
幼
研
松
山
支
部
研
究
会
事
前

研

(
交
流
保
育
と
し
て
。
於
一
仕
七
川
保
育

園愛
幼
研
松
山
支
部
研
究
会
(
交
流
保
育
と
し
て
。
於

一
仕
七
川
保
育
園
)

美
川
西
幼
稚
園
と
隣
接
園
交
流
保
育
と
し
て
年
間
七
回
実
施

他
国

(
仕
七
川
保
育
闇
、

美
川
西
幼
稚
園
)
と
の
交
流
保
育
と
し
て
年
間
七

回
実
施

他
園
(
仕
七
川
保
育
園
、

美
川
西
幼
稚
園
)
と
の
交
流
保
育
と
し
て
年
間
四



統
合
に
向
け
て
美
川
西
幼
稚
園
と
の
交
流
会
を
も
っ

統
合
の
た
め
本
年
度
を
以

っ
て
休
園
と
な
る

四

美
川
西
幼
稚
園

(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

一一 年度
二 O

カ コ ト f油保庫設置管T 
l ンイ
テビレ

取替工ン ネシlョ i水化工洗

内
事 ン 事

遊具設置 シワャ-

議張替工 室置

事

容

(二)

主

要

行

事

一一 年度- 0 九 八七

F/~ 

年T於 と

E施同雇 仕七. τ L 
容

川喜)園 於仕川七 る

保育

美
川
南
保
育
園
と
隣
接
園
交
流
保
育
と
し
て
年
間
三
回
実
施

幼
小
関
連
教
育
要
請
訪
問
及
び
指
導
訪
問
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幼
児
数
が

一
O
名
以
下
に
な
り
教
諭

一
名

臨
時
採
用
職
員

一
名
増
員

統
合
に
向
け
て
美
川
南
保
育
園
と
の
交
流
会
を
も
っ

統
合
の
た
め
本
年
度
を
以
っ
て
休
園
と
な
る

五

美
川
幼
稚
園

美川幼稚園



(一)

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

一一 年度
五四

防犯べル蓄 足洗場置設 砂場設置 舎屋根室園

手洗 ・
内

行政と

の
交

月仕匂

(二)

主

要

行

事

一一 年度
五四

内

らは

月合広守

第
三
節

青

年

教

育

教育・文化

過
疎
化
の
進
む
中
で
、
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、

青
年
団
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

本
村
の
青
年
団
活
動
は
、
平
成
に
入
り
、

年
々
と
団
員
が
減
少
し
て
い
る
が
、

何
と
か
歯
止
め
を
掛
け
よ
う
と
、
月
に

一
・
二
度
役
員
会
を
行
い
、
内
容
の
あ
る

活
動
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
パ
ザ
l
・
奉
仕
活
動
な

ど
、
青
年
団
活
動
で
し
か
味
わ
え
な
い
も
の
、
若
い
時
に
し
か
で
き
な
い
事
等
、

色
々
模
索
し
な
が
ら
も
、
同
じ
美
川
の
青
年
団
員
と
し
て
の
意
識
の
統

一
を
図
っ

て
い
る
。

第4編

平
成

二
二
年
に
は
女
子
が
、
平
成

一
五
年
度
に
は
男
子
が
、
上
浮
穴
郡
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
お
い
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
勝
し、

念
願
の
県
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。

現
在
、
青
年
団
団
員
は
四
二
名
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
か
ら
小
学
校
区
ご
と
に

開
設
さ
れ
て
い
た
青
年
学
級
も
、
平
成

一
一
年
七
月
に
は
、

青
年
学
級
振
興
法
が

廃
止
に
な
っ
た
た
め
名
称
を
変
え
、
公
民
館
青
年
部
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

各
公
民
館
青
年
部
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
各
地
域
の
行
事

・
イ
ベ
ン
ト
等
で

活
動
し
貢
献
し
て
い
る
。

歴
代
青
年
団
長

成平 成平 成平 成平 成平
年

年度 年度。 年度九 年度八 年度七 度

吉丸猪高栄
氏

田山野山代

矢口 克 哲卓
名

仁己勉也 二

成平 成平 平成 成平 平成
年

一一 一一 一

六年度 五年度 年度回 年度二 二年度
度

西 倉松松西
氏

森橋下下森

広 昌昌 健
名

勉 幸司司 一

若さあふれる盆踊り大会
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。

人

式

成

「お
と
な
に
な

っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を

祝
い
は
げ
ま
す
。
」
成
人
の
日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年

一
月
二
日
に
、
成
人
式
を
実

施
し
て
い
る
。

平
成

二
ハ
年
は
、

美
川
村
と
し
て
は
最
後
と
な
る
、
第
五
五
回
の
成
人
式
で
あ

り、

参
加
者
も
二
三
名
中

一
九
名
と
、
近
年
で
は
最
多
の
出
席
率
で
あ
っ
た
。

式
典
に
は
、
村
理
事
者

・
村
議
会
議
長

・
村
議
会
文
教
厚
生
委
員
長
・
教
育
委

員

・
村
婦
人
会
及
び
村
青
年
団
役
員
等
が
列
席
し
、
激
励
や
祝
福
の
こ
と
ば
を
贈

り
祝

っ
て
い
る
。

中
学
二
年

(

一
四
歳
)
で
実
施
す
る
少
年
式
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
し
た
雄
姿
に
接
す
る
こ
と
は
、
毎
年
頭
の
楽
し
み
で
あ
る
。

当
日
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
.

式

典

二
.
二
O
歳
の
主
張

該
当
者
の
進
路
、
出
身
小
学
校
区
等
を
考
慮
し
、

三

i
四
名
を
選
出
し
、

現
況
や
将
来
志
向
等
を
発
表
す
る
。

三
.
記
念
損

影

四
.
討

論

会

参
加
者
全
員
が
連
座
と
な
り
、
自
己
紹
介
・
近
況
報
告

・
将
来
構
想
・

美
川
村
に
望
む
こ
と
等
に
つ
い
て
、
な
ご
や
か
に
意
見
の
交
換
を
す
る
。

五
.
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

村
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
年
次
的
に
披
露
す
る
。

六
.
昼

食

会
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美川村最後の成人式



第
四
節

婦

人

教

育

豊
か
な
地
域
の
形
成
を
め
ざ
し
、
地
域
婦
人
と
し
て
、

又
、
地
域
住
民
と
し
て

の
立
場
か
ら
、
そ
の
時
々
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
学
習
と
、
実
践
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。

長
寿
社
会
を
迎
え
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
創
造
が
、
必
要
課
題
と
な

っ
て
い

る
今
日
、
婦
人
に
対
す
る
期
待
は
極
め
て
大
き

い
。

美
川
村
婦
人
会
で
は、

潤
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
情
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

そ
の
時
々
の
年
代
を
、
よ
り
魅
力
的
に
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
、

婦
人
会
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

本
村
の
婦
人
会
は
、
仕
七
川
支
部

・
美
川
西
支
部

・
美
川
南
支
部

・
黒
藤
川
支

部
、
の
四
支
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

平
成

一
五
年
か
ら
、
仕
七
川
支
部
が
活

動
を
休
止
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成

一
五
年
現
在
で
、
会
員
数
は
七
五
名
と
、

九
年
間
で
約
二
分
の

一
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
、
活
動
に
お
い
て
は
、
仕
七
川

婦
人
学
級
の
協
力
も
あ

っ
て
、
従
来
ど
お
り
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
公
民
館
単
位
に
、
婦
人
学
級
を
開
設
し
て
、
婦
人
と
し
て
・

母
親

と
し
て
・
女
性
と
し
て
の
生
き
か
た
を
学
ぶ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

美
川
村
婦
人
会
長

教育・文化

九八 六
年

度
戸七

吉堀篠
氏

中尾崎

定 キミ 代喜子 名
代 子

一 一一
四 二 0 年

一一 度

重 山安
氏

岡村宅

チ ~立~

ツ 名
子緑子

第4編

生

活

学

校

美
川
村
婦
人
会
の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
、
多
種
多
様
な
講
座
を
開
設
し
て
い

ず

Q
D年

六
回
程
度
の
開
校
で
、
現
在
で
は
、
環
境
問
題
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
重

点
を
置
き
、
花
い
っ
ぱ
い

・
ク
リ
ー
ン
活
動
、
廃
油
石
け
ん
引
つ
く
り
、
ボ
カ
シ哨つ

く
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
訪
問
な
ど
の
講
座
を
開
校
し
、
毎
年
二
O
i
三
O
名

が
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
講
座
を
通
じ
て
、

家
庭
で
出
来
る
環
境
美
化
の
意
識
、
及
び
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
重
要
性
を
学
習
し
、
実
践
し
て
い
る
。

廃油石けんづくり
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ふ
れ
あ
い
結
婚
式

(
会
費
制
)

結
婚
式
が
華
美
に
な
る
中
、
結
婚
式
改
善
の
た
め
に
、
物
心
両
面
の
浪
費
と
無

駄
を
な
く
し
、
結
婚
す
る
当
事
者
の
幸
せ
を
中
心
に
、
よ
り
よ
い
家
庭
生
活
が
営

ま
れ
る
基
礎
作
り
を
目
的
に
、

会
費
制
結
婚
式
を
挙
行
し
て
い
る
。

昭
和
五
七
年
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
よ
り
、

当
時
の
婦
人
会
を

中
心
に
、
会
費
制
結
婚
式
が
提
唱
さ
れ
、
昭
和
五
九
年

一
O
月
に
、
会
費
制
結
婚

式
の
第

一
号
が
挙
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
五

O
組
が
挙
行
さ
れ
た

が
、
そ
の
内
、

二
四
組
が
ふ
れ
あ
い
結
婚
式
(
会
費
制
結
婚
式
)
を
挙
行
し
た
。

現
在
で
は
、

挙
式
数
も
減
少
し
、
平
成

二
二
年

一
月
を
最
後
に
、
結
婚
式
は
と

り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

第
五
節

T 

A 

P 

少
子
化
・
過
疎
化
現
象
に
伴
い
、
年
々
、
児
童

・
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、

P
T
A
会
員
も
ま
た
減
少
化
傾
向
に
あ
る
。

各
小
学
校
に
お
い
て
も
、
休
校
や
児
童
数
の
減
少
等
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

閉
校
と
な
っ
た
学
校
も
あ

っ
た
。
平
成

二
一
年
に
は
、
黒
藤
川
小
学
校
が
児
童
数

の
減
少
に
よ
り
休
校
と
な
り
、

一
四
年
度
に
は
、
黒
藤
川
小
学
校

・
二
箆
小
学

校

・
美
川
南
小
学
校

・
美
川
西
小
学
校
が
統
合
し
、
美
川
小
学
校
が
開
校
し
た
。

毎
週
土
曜
日
を
休
業
と
す
る
、
完
全
学
校
週
五
日
制
の
実
施
、
ま
た
、
若
者
に

よ
る
残
虐
な
事
件
等
が
起
こ
る
こ

の
世
の
中
、

P
T
A
の
果
た
す
役
割

・
課
題
は

大
き
く
増
大
し
て
い
る
。

毎
年
七
月
に
は
、
村
P
T
A
研
究
大
会
を
開
催
し
、
会
員
相
互
の
研
修
を
積
み

重
ね
て
い
る
。
県
及
び
上
浮
穴
郡
の

P
T
A
研
究
大
会
へ
も
参
加
し
て
、
研
修
を

重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

・
学
校
・
地
域
社
会
が
協
力
し
合
い
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た

P
T
A
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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美
川
村
P
T
A
連
合
会
会
長

年

一一
度- 0 九八七

遠佐西十山
氏

山伯山 川 本

和公 章 博
名

豊彦彦 一 典

年|

一一一一一
度六 五四 三二

坂 高 伊岡 高
氏

本岡藤林岡

智寿雄 春重幸 l勝
名

彦紀治 一

美
川
村
小
中
学
校
P
T
A
会
長

美川西小学校 仕七川小学校 美川中学校

一 九八七 一一 九八七 一一 九八七 年。 - 0 - 0 

度

竹竹十十 西仲森松松 松佐土成成
氏

口口 川川 岡 川 田本本 本伯居 川川

和和章章 和博義綱綱 和和昭勇勇
名

博博 一一 夫 文 幸義義 人 彦平夫夫

一一一 一一一一一 一一一一一
一一 六五 四 三一 六五 四 三二

度

岡山佐 井 高 水 石高 水 山伊山山
ケ 氏

林田山 上岡元丸岡 元 田 J熊本木

幸道幹 貞春 政 里 勝 良道重 |尊 |尊
名

治也 彦 n青彦 |専志 一 生也紀典典



美 川
二箆小学校

黒藤川
美川南小学校

小学校 小学校

九八七 九八七 一 九八七
五四 。

猪阪 松天天 西西土 遠篠 篠 山

上本 田野野 山山 居 山崎 111奇本

浩 雅 一 健健 公公 昭 敏敏|専
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美川村PTA研究大会

第4編

第
六
節

社

会

体

育

夜
間
照
明
施
設

昭
和
五
八
年
に
、
現
在
の
美
川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
六
基
、
昭
和
六
二
年
に
、

山
村
広
場
多
目
的
広
場
に
八
基
の
夜
間
照
明
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
た
。

近
年
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
使
用
が
主
で
あ
る
が
、
村
内
各
公
民
館
・
各
職

場
チ

l
ム
・
青
年
団
等
が
、
年
間
を
通
し
て
使
用
し
て
い
る
。
平
成

一
五
年
に
は
、

上
浮
穴
郡
社
会
人
総
合
体
育
大
会

(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
)
が
、
両
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
と
し
て
、
夜
間
に
開
催
さ
れ
、
村
内
外
を
問
わ
ず
幅
広
く
社
会
体
育
の
振

興
・
体
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
祭
へ
の
参
加

上
浮
穴
郡
社
会
人
総
合
体
育
大
会
で、

優
勝
又
は
準
優
勝
し
、
か
つ
、
愛
媛
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
松
山
大
会
で、

三
位
入
賞
し
た
場
合
に
、
初
め

て
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
県
大
会
の
、
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

郡
大
会
で
は
こ
こ
数
年
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
卓
球

・
ク
ロ
ッ

ケ
l
の
各
部
門
に
お
い
て
本
村
は
好
成
績
を
残
し
、
ス
ポ
レ
ク
松
山
大
会
に
出
場

し
て
い
る
。

近
年
の
松
山
大
会
で
は
、
ク
ロ

ッ
ケ
l
一
般
の
部
で
六
年
連
続
で
県
大
会
に
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
も
平
成

一
二
年
と

一
五
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
て
い

る
が
、
県
大
会
出
場
の
壁
は
厚
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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郡予選決勝風景

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

付

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会

公
民
館
主
催
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
年
齢
制
限
が
あ
る
た
め
、

誰
で
も

が
参
加
で
き
る
大
会
を
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五

O
年
五
月
よ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
!
グ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

春
、
秋
の
年
二
回
、
夜
間
に
開
催
し
て
お
り
、

一
時
は
、
男
子

一
O
チ
l
ム、

女
子
六
チ
!
ム
と
、
多
数
の
参
加
チ

l
ム
を
数
え
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
参

加
チ
!
ム
が
減
少
し
、
女
子
の
部
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
平

成

一
五
年
の
秋
の
大
会
か
ら
、
隣
の
面
河
村
か
ら
参
加
が
あ
り
、

現
在
で
は
、
男

子
六
チ
l
ム
、
女
子
五
チ
l
ム
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
年
聞
を
通
し
て
、
毎
週
、
各
公
民
館
や
青
年
団
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習

を
し
て
お
り
、
更
な
る
技
術
向
上
を
目
指
し
、
夜
遅
く
ま
で
汗
を
流
し
て
い
る
。

山
公
民
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

体
育
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
、
昭
和
五
四
年
か
ら
、
村
公
民
館
主
催
で
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
平
成

一
二
年
か
ら
は
、
祝
日
が
変
更
と
な
り
、
体
育
の
日
の

前
日
の
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
広
く
村
民
の
聞
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
普
及
し
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神

の
高
揚
と
、
村
民
の
体
力
の
向
上
を
図
り
、

生
活
を
明
る
く
豊
か
に
し
、
村
川つ
く

り
の

一
助
と
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
ご
と
で
チ

l
ム
編
成
を
し
、
試
合
中
グ

ラ
ン
ド
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
は

一
O
代

j
二
O
代
よ
り
三
名、

三

O
代
よ
り
三
名、

四

O
代
以
上
よ
り
三
名
と
年
齢
を
制
限
し
、
誰
で
も
参
加
出
来
る
大
会
運
営
を
し

て
お
り
、
村
内
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
中
で
も
、

最
多
の
参
加
者
を
数
え
て

い
る
。
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日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

昭
和
五
五
年
四
月
よ
り
、
誰
に
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
広
く

普
及
さ
せ
、
家
族
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
化
を
目
指
す
こ
と
を
主
旨
と
し
開
催
し
て

いず匂
。

近
年
で
は
、
参
加
者
の
減
少
が
見
ら
れ
、
以
前
の
盛
り
上
が
り
と
比
べ
る
と
や

や
低
調
ぎ
み
で
あ
る
が
、
平
成

一
三
年
か
ら
は
、
中
学
生
の
参
加
も
呼
び
か
け
、

現
在
で
は
三

O
名
程
の
参
加
で
あ
る
。
少
数
の
参
加
で
は
あ
る
が
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

側
ク
口
ッ
ケ
ー
大
会

昭
和
五
五
年
ご
ろ
か
ら
、
村
内
各
地
域
で
ク
ロ

ッ
ケ
l
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
五
七
年
に
、
第

一
回
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
々
の
練
習
の
積
み
重
ね
の
甲
斐
あ
っ
て
、
郡
内
で
も
常
に
上
位
を
狙
え
る
実

力
を
つ
け
て
き
て
い
る
。
中
で
も
、
仕
七
川
・
林
チ

l
ム
は
、
郡
大
会
・
松
山
大

会
の
各
予
選
を
六
年
連
続
で
突
破
し
、
県
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。

教育・文化

四
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
、
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

平
成
五
年
春
よ
り
、
愛
好
者
対
象
の
「
交
流

大
会
」
を
、
秋
に
は
公
民
館
対
抗
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

を
夜
間
に
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
競
技
は
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
な
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
用

し
、
初
心
者
・
年
少
者
・
高
齢
者
向
け
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
数
年
で
、
村
内
の
レ
ベ
ル
も
上
が

っ
て
お
り
、
大
会
で
は
白
熱
し
た
好
ゲ

ー
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

第4編

同

卓

球

大

会

平
成
七
年
度
で
二
五
回
を
数
え
る
卓
球
大
会
も
、
冬
季
の
開
催
に
も
拘
わ
ら
ず
、

参
加
者
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
並
ん
で
、

当
村
の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
出
場
ラ
ン
ク
を
分
け
て
い
る
た
め
、
初
心
者

で
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
と
同
様
に
、
中
学
生
の
参
加
も
認
め
、
ま
た
、
年
間
を
通

し
て
、
夜
間
に
愛
好
者
が
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

熱戦を展開した村卓球大会
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四

体
育
指
導
委
員

体
育
指
導
委
員
は
、
各
地
域
公
民
館
の
推
薦
を
受
け
、

る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

任
期
は
二
年
間
と
な

っ
て
い
る
が
、

一
O
年
以
上
の
経
験
を
も
っ
ベ
テ
ラ
ン
指

導
委
員
も
お
り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
審
判
は
も
と
よ
り
、
大
会
の
運

営

・
技
術
指
導
等
に
も
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
、

も
、
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
が
委
嘱
す

地
域
行
事
の
活
性
化
に
つ
い
て

美
川
村
体
育
指
導
委
員

平四 六五五
八 六六 四 一 九 七 年

一1 一1 平1 平1 
一 度
二 八八 o 0 八七

左高 阪松佐伊伊中
氏

京 山 本本伯藤藤田

哲 雄平日和l重高龍
名

健也彦人 彦 紀行明

一一一一一
五五 三一一 九九九 年

一 一 度
四 四

平谷中石森栄中正
氏

野脇田元田代岡岡

勝文龍篤義卓正博
名

規雄明也 幸二 行文

五
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少
年
ス
キ
l
ク
ラ
ブ

四
国
随

一
を
誇
る
美
川
ス
キ

l
場
か
ら
、

国
体
選
手
を
養
成
し
よ
う
と
、
昭
和

四
三
年
に
、
村
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
少
年
ス
キ
!
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
た
。
近
年
の
暖
冬
に
よ
り
、
活
動
回
数
も
限
ら
れ
る
中
で
、
父
母
の
会
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
も
あ
り
、
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
ま
だ
成
果
を
だ
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い

な
い
。



第
四
章

文

化

第
一
節

文

化

員オ

文
化
財
は
、
我
々
の
歴
史
・
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
保
存
活
用
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
文
化
財
保
護

委
員
は
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
上
浮
穴
郡
文
化
財
保
護
委
員
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
参
加
し
、
研
修
会

等
を
通
じ
て
、
文
化
財
保
護
委
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

教育・文化第4編

国指定史跡 「上黒岩岩陰遺跡」

指
定
文
化
財

一
覧
表

キt ネナ ネナ ホt キナ 村 キナ ネナ キt キナ キナ ネt 県 国 国 国 分区指定

天然記念物 天念物然記 物天念然記

庭 史 史

物天念然記

石 工 彫 彫 建 名 名 史 建
、1必旦二 種

美
I、t旦t 1、a旦二

別
園 跡 跡 祐1 zー争+=ta 五リ 実リ 物 日券 勝 跡 物

ン ド ナ 土 P玉._. 

家屋敷跡2垣東川村E 葉旧

双 里 高 5年 |河 左B 街l 石tムZ 岩上 |日
名

二L フ ガ 居 僅 生
陀 5本 屋 ~円~入コZ 里

山
陀 寺

家中
コニ 一 一ン ン 底1) 塚 一、、、、 一 女日
庭

~p 矢 尊 P 遺サ ン ク 来 王 住 材、
イ 、、、、 園 塔 竹 石 日善 {象 {象 門 3訟: 屋 跡、 岩 '二ー主七ー・

一 本四
一 一 一 一 一

員数
基 文す 身区 躯 棟 括 棟

沢 沢 沢 大 大 東 黒
fj現首iI主I在主l手生4鳥当ヨ2足f 
東 有 黒 七 仕 F七 上 上

所在主也藤 藤 黒 黒
渡 渡 渡 JII J 11 JlI JlI JlI 本支 J 11 ，鳥 出 ，鳥 石I-LJ 岩

美 美 美 一 土 下大 利片 美 美 神 川 部有 正 石I-LJ 美 石I-LJ 美 美
所有者JlI JlI JlI 中 JlI JlI 泉 屋 JII 屋 JlI JlI 

キナ キナ キオ 成居 組 J11 道岡 村 キf 社 l崎 落枝 寺 寺 キナ 寺 キす 村

五月 成平 五月 成平 五月 成平
一 昭
月一昭和五
一 昭 二 昭

一月ー和昭四 O 和昭 O 和昭 O 和昭 O 和昭 四月 昭
一 昭
五月ザ和昭四 六月 利昭回

指定年月日
月一和五 月一和五 月一和四 一 和

月 二 月 二 月 二 月 二 ハ和四 七月一
日五 日五 日年五 。 八 0 八 。 八 一 八 一 八 一日七年 一 七 一七 一 七

日ム 七ム
七日 五年年 年 日年 日年 日年 日年 日年 日年 日年 日年 年 日年九 日年

237 



美
川
村
文
化
財
保
護
委
員

一 五五五 匹|四
二 八 六 九 三三 九九 年

一 度
F七

岩 土大Il!i光旬l 大 竹
氏

市 居 野 口 田 藤 西 口

幸 一 正式 一1弁U.L 1書ニ~.
名

尊: 成 美 志有 寛和渉

第

節

文

化

活

動

文
化
は
、
人
々
に
楽
し
さ
や
感
動
、
精
神
的
な
安
ら
ぎ
ゃ
生
き
る
喜
び
を
も
た

ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
間
性
を
溺
養
し
、
創
造
力
を

は
ぐ
ぐ
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
他
者
に
共
感
す
る
心
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
を
結
び
付
け
、
相
互
に
理

解
し
、

尊
重
し
合
う
土
成
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
が
協
働
し
、
共
生
す

る
社
会
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

文
化
の
意
義
を
か
ん
が
み
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
が
、

真
に
ゆ
と
り
と
潤
い
の

実
感
で
き
る
、
心
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、

重
要
な
こ
と

で
あ
る
。

本
村
で
は
、
昭
和
五
五
年
六
月

O
日
に
、

美
川
村
文
化
協
会
が
発
足
し
て
以

来
、
文
化
協
会
を
中
心
と
し
て
、
郷
土
芸
能
保
存
グ
ル
ー
プ
、
各
種
愛
好
者
な
ど

の
同
好
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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一一

月
に
は
、
村
主
催
の

「
み
か
わ
川
ま
つ
り
」
や
、

二
月
に
は
、
文
化
協
会

主
催
に
よ
る

「文
化
祭
」
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

芸
能
発
表
や
作
品
展
示
な
ど

を
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
俳
句
大
会
や
、
囲
碁
将
棋
大
会
も
実
施
し
て
い
る
。

上
浮
穴
郡
吟
詠
剣
詩
舞
発
表
会
へ
も
、
村
内
吟
詠
愛
好
者
が
参
加
し
、
発
表
及

び
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
元
年
六
月
二
八
日
に
結
成
さ
れ
た
、
美
川
縄
文
太
鼓
保
存
会
は
、
村
内
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
は
も
と
よ
り
、
村
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
数
多
く
公
演
し
て
お

り、

美
川
村
の
代
表
芸
能
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

美
川
村
文
化
協
会
長

五
~ 0 i手

度
九

松山片
氏

岡田岡

需 正
名

香夫幸
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